
 

みなさん、こんにちは。 

今年も残すところ1週間あまりとなりました。博物館では新春特別展に向けての準備が進んでいます。 

 

１．布ぞうり作り  
１２月１０日(日)、好評の「布ぞうり作り」を開催しました。回を重ねるごとに布ぞうりの完成度

も高くなり、編み上げるスピードも速くなっているようです。参加された方々も「昔、作ったこと

があるんです」「本でいろいろと予習してきました」と研究熱心な方が多く、ボランティアさんや他

の参加者と編み方を相談し、試行錯誤しながら古布に取り組んでいる姿が会場内のあちらこちらに

ありました。 

   
▲ お母さんと一緒に小学生も挑戦     ▲ この男性は２足目も完成       ▲ 完成したぞうりを手に感想を発表 

西明石の坂本さんは「終戦後の昭和２２年、京都の綾部市に住んでいました。その頃は子どもでし

たが、座って足を伸ばしてわらぞうりを編んでいました。もう一度編み方を確かめたくて申し込み

ました」と話していただきました。２年前に定年されたご主人のYシャツ、家族３人分のTシャツ、
パジャマやおばあさんの着物など様々な古布が新しいぞうりに生まれ変わりました。好評につき、

来年も２月、３月に実施できるよう調整しています。 

 

２．新春特別展 くらしのうつりかわり展「昭和なつかし博覧会」 
新春特別展「昭和なつかし博覧会」が新年１月４日から始まります。例年開催している「くらしの

うつりかわり展」の１５回目を記念して拡大版の展覧会を企画しました。前期は１階に加え、２階

ギャラリーも会場となり、昭和３０～４０年代の写真を背景にした大きなセットが登場します。学

校の教室、醤油屋、質屋、謄写屋、駄菓子屋、食堂、家の様子が実物資料とともに再現されます。

入口には糸崎公朗（いとざききみお）氏協力のフォトモ（写真と模型）が登場し、昭和の街角が出

迎えてくれます。      ◆学校向け説明会（１回目）は１２月２６日(火)１５：３０～です。 

   
▲ ２階ギャラリーの入口にはフォトモ   ▲ １階「教科書に出てくる道具」    毎年人気の給食レプリカも登場 

◆オープニングイベント 

１月４日(木) 9:30～ 振舞い甘酒(ノンアルコールです。先着200名) 

11:00～ 福笑いで初笑い（明石ゆかりの人物を福笑いで完成させましょう） 

14:00～ 福笑いで初笑い（明石ゆかりの人物を福笑いで完成させましょう） 

１月５日(金)13:30～ なつかしの遊び（ベーゴマ、コマ回し、剣玉、羽子板など） 

１月６日(土)13:30～ なつかしの味（火鉢でかきもちや干しイモを焼いてみましょう。先着100名） 

１月７日(日)13:30～ 新春琴の調べ（明石三曲協会による琴と尺八の演奏をお楽しみください） 

１月８日(金)13:30～ なつかしの遊び（ベーゴマ、コマ回し、剣玉、羽子板など） 
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